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と
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れ
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。
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が
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が
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本

誠-
•氏

：「

日

本

擊

議

の

要

領

i

 

C

明

治

四

十

ニ

年

十

一5

 

.
を
.あ

げ

ら
.
れ

る

。

ご

の

時

期

以

後

、

よ

り

多

く

の

研

蔸

者

の

関

心

が

此

の

方
 

面

.0
研

毙

に

向

け

ち

れ

：て

行

っ

た

が

、
：
太

.1
£

期

は

、

日

本®

思

想

：の

研

蔸

発 

達

め

土

台

が̂

尤
ら
れ̂

ぬ

至
' 

っ
：
た

诗

期

で

あ

る

。
'そ

れ

は

滝

本

誠

一

氏
..の

編

； 

.
纂

隹

る
.-
.
0
本

経

蓄

書J
:

尖

普

«

六

月
-

^
六

年

十

：ー；
一
丹
V
.
後

、の「

日

本； 

ン

経

済

大

典

」
)

：: ©

刊

行

で
.
漆

る
:;
'-0

本

叢

書

が

日

本̂

^

&

の

研

究

史

上

.に

持 

.
つ
：囊

は

極

め

で

童

要

で
^

?

て
Y

野

村

先

生

は

自

己

.の

経

篇

想

研

究

の

あ
 

:
と

を

回

顧

さ

れ

：て- ,
こ
0
仕

事

を

比

較

的

容

易

に

果

た

し

得

，た

の

は

、

故

滝

本
 

ー
誠
十
博
士
：の
.
.

「
日

本
*

^

書」

：..

(

後

：の

.

「

日

本

経

済

大

典̂.の

お

か

げ

で

あ.

V

名J

甚

述

べ

て

：い

焉_

々
め
：経

篇

想

家

が

値

別

的

挞

識

者

に

：ょ

：
っ

'で

着

目

：
ー
： 

■■

冬

れ

、
：
%

:

の

生

涯

、
：
1

想

が

研

究

ざ

を

，
そ

め

歴

史

的

評

価

が

試

：み

' ^

れ

、
：
ぁ

：
 

#

ぃ
.は

経

済

證

策

の

著

作

が
.印

臀

ぷ

：せ

ち

れ

洛
'>
:

词

當

':
-
>
:
や

泰

ま

と

ま
 

.
フ

だ

形

で

め

册

绝

が

世

來

惘

あ

れ

は

-

处

吖

来

た

パ

淹

沐

誠

ー

龙
^

つ

経

済

ブ： 

V

 

.家

言
1-(

大

芷

汍

年)

^

日

本

避

馨̂

尖

茈
% '
'

五
：«

、
: »

5
^

#

「

®

,
 

A

®

 

> 

^
 

 ̂

れV

本

多

利

明1

多

べ

紙

翼

を

碧\

は

,1
>

め

た

本

庄

栄

治

郞

氏

の

一

連

：； 

の

研

絶

、.'中

村

孝f
S

の

流

身

享

豪

畫

済

思

顧

の

研

^

^

連

要

な

，

绵
 

で
%

ク
て
、

こ.の

時

期

以

降

日

產

済
: M

想

史

研

究

に

参

加

オ

义

学

渚
9
敷
4
 

鴻

珈
^

.

そ

の

研

徕

壊

も

拡

大

名

れ

、
；
想

想

度

§

研

靡

の

深

北

之

あ

か

ま

：
フ 

ぃ^
:

,

日

本

経

奮

想

史■

究

の

発

達

養

速

に

湄

め

ら

4

て

行

、
っ
.
太

？
:-
.
ハ

ぃ
- 

/
_
.大

正

末

年

过

ヵ

粟

十

年

代

に

客

吖

、
編

亦

国

霞

済

龙

^

^

に

浪

：4

.1
:

、
ぐ
'. 

:
ほ
ぽ
ー】

1種
'の

相

異

な.？
釭

顧

尙

の

史

学

理

論

亦

珩

处

ゎ

れ

て

ぃ

.だ

之

ネ

に

め

ル
 

.

.
^

は

す

で

に

肩

村

廣

坪
■•
:
.小

松
^

喬

厕

长

典

著

f

日

本

に

，ぉ

けA

経

済

史

学..

9
;

. 

囊

"-
爾

和

--
1
:千
_

年)

••
•
に

和

い

：ャ

詳

細

尤

論

ぜ
.ち

れ
5

ぃ

る
: ^

こ

ろ
で
：養 

る
^

.

,
で

れ
.を

概

括

オ

九

ば

、
：
第

一

：；マ
：：

ル
^

#

経

済

学=

唯

物

雀

を

肯

定

す

. 

、
ゐ
* :

場

、
.第
.

I. 一'？，

マ
.
ル
'ク
...ス
^

済

学

^

唯

物

史

観^

否

定

す

る

立

場

ノ

と
^

中

疋 

'

は

蕩

価

靈

汲

矽

唯

物

史

観

す

裡

論

的

に

批

荆

せ

ん

と

す

る

立

場

浅

ー

国

粋
 

主

義

的

、
'
:趙

国

家

詎

義

的

な

：：

.

「

皇

朝

史

学#

的

立

場

を̂

る

扃

解

と

亦

ぁ

る
。
：
/

V

«
彦

ル
^
沐

経

擊

：
=
唯

蜜

親

迄

多

少̂
:%
関
心
女
：示̂
.
.幾
分
か
の
妣.
 

ン
判
を^
く
み
勹
つ
、
基
本
的
に
は
マ
ル
^
ス
経
济
学

:;
1|

唯
物
史
観
を
否
定
七
、
：

. 

'
む

ル

务

唯

蜜

顧1
直

龍

；
対
決
を
か
す
C

と

众
.t
v
専
ら
具
体
的
：な
歴
史
： 

.■
:
日
本
経
済
思
想
史
研
裙
を
回
顧
し
て

''
:

事
象
凌
実
証
的
に
解
明
せ

.ん
と
：す
る
意
図
0:
^
に
、
：
社
会
経
済
史
研
究
の
分
野 

;,
で
多
大
：の

暴

免

お

げ
.つ
玲
あ
ら
た
立
場
、

>
以
上
：ロ
一
個
の
相
異
な
っ
：
た
傾
向
を 

:ぐ
 
一：Is
指
摘
す
る
ど
と
が
出
来
ょ
ぅ
。
へ
こ

'の
：区
分.は
勿
論
便
宜
的
な
も
©.
で
は
あ 

■̂
が
、
太
正
末
奪
り
急
速
：

£
発
展
1.
.て
来
た
そ
：
ル
^
,ス
$

|

^

=

唯

裏

観
 

:
枱
能
^
备
態
廳
何
ゆ
ょ
ら
^
、
：：'吳
時
め
学
晁
の
麗
釔
概
括
す
る
と
.と
が
出 

.来
る
。
；̂

寒

者

の

放

蒙

垮

，
0.
本
霧
史
研
浇
が
：な
さ
れ
、
、そ
れ
ぞ
れ

' 

相
異
な
っ
た
成̂を
生
み
出
し
た
こ
と
は
か

^
で
あ
る
が”

㈣̂

に
ヽ
ゝ
と
れ
ら 

.
三
者
の
立
場
か
ち
0:
:本

籠

思

想0
研
究
が
行
な
わ
れ
、
多
く
の
研
究
発
裒
が 

.世
に
問
わ
れ
た
：の
で
あ
る
。
，：
第

:-
.の
'マ
，

ル
：'

タ

る
入
.々
；に
ょ.る
:|
3
本
経
済
思
想
の
研
究
は
、

.新
じ
い
分
霜
角
に
立
ぢ
，
経
済 

思
想
：の

持

つ

震

的

性

格

を

證

に

，せ
ん
：と
す
る
意
図
、

..
麗

提

起

の

銳

さ

、

:解
明
べ'の〕

努
力
が̂

れ̂

て

、
：
注
@
す
べ
■き
成
果
が
出
さ
れ
つ
つ
.も
、
此
の
時 

期
に
お
い
て
は
や
や
%•
■"す
れ
ば
：唯
物
史
観
.の
：観
念
的
な
公
式
主
義
的
援
用
に
お 

.:

..-
か
さ
れ
て
、
そ
め
十
分
：な
る
研
究
が
避
展
し
な
い
ぅ
ち
に
、
当
局
の
弾
年
に
ょ 

M

完
垒
虼
研
篼
呤
自
由
と
-̂

発
表
办
機
関
と
を
喪
失
し
、
'事
実
上
活
動
が
中 

.
'if
c
せ
ら
れ
て
行:̂
た
。
第r

1
:
.
の
立
場
：の
中
所
謂

「

皇
朝
史
観

」

の
立
場
：£
立
づ 

A
々
•はr

わ
が
崮
の
諸
思
鶴
を
研
究
す
る
ヒ
と
に
名
ブ
て
わ
が 

(

鲁

策

遂

衍

に

寒

ん

と

：す

る

晶

を

も

ち

.'
'
-わ
が
国
の
諸
思
想
：に
撕
心
を
持

' 

'

に̂
至
：づ
：汔-.
0
そ
：の
当
初
ヒ
お
い
て
：は
史
料

_の
検
尉-'
蒐

集

壯

版

に

勞

す

る

：
 

:

ニ
众
ど
：良
身
意
尚
が
太
ら
れ
た
亦

,
時
代
の
推
移
と
共
に
七
の
科
学
的
性
格
は
政
：
 

.:
治
的
意«

0
も
と
：に
蹂
躪
せ
ら
*
\科
学
の
良
心
は
麻
痺
さ
せ
ら
れ
て
行
っ

. 

た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
.立
場
ょ.り
す
る
日
本
経
済
思
想
の
研
毙
に
対
し
て
、
第
三

:
1
.五
五
■'
.

(

九
六
.七
.

)



0
立
場
に
立
つ
人
々
に
ょ
る
研
究
の
進
展
は
、

こ

の
時
期
の
研
究
水
準
を
示
す 

も
の
と
し
て.い
ち
じ
る
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

.こ
の
立
場
は.マ

ル

ク

ス

経

済- 

:
'学
||
:
:
:唯
€

^
観
を
塞
南
放
に
は
肯
笼
蚩
ボ
、

"階
^

^
観
贫
^ :
ァ
ず
ロ
：
ギ

ー

論

起

：
ー 

;f
e
;る

镩

め

誉

を

持

殘

て

ぃ

た

と

遺

务

か

ー

纪

^
唯
物
史
観
迄
范 

へ
ば:^
:

式
9
史
観
め
沐
漬
掘
各
光
公
ボ
私
ジ
^
:
タ
的
性
袼
を
痛
烈
ね
枇
判
ざ
扒
费 

:o
も
^
：歴
史
事
実.の
：実
証
的
研
究
に
従
事
せ
：知
と

^ :
た
研
淹
者
の
学
問.に
対
オ
；
 

- ^
慕

;̂
:
,>
:綿
密
な
る
研
冼
調
渣
？
厳
逆
な
る
資
料
妣
判
は
、
：

; #
く
の
資
重̂
 

る
摩
的
成
果
を
坐
み
出
し
つ
つ
あ

.っ
：
た
こ
と
は
何
人
も
i

出
来
な
い
こ
と
で 

あ

次

：
立
擞
を
興
に
し
、
，
方
法
を
異
に
す
る

.人
々
に
お
い
て
も
、
何
等
か
の
意

. 

'味
ヤ
こ
れ
ら
第
三
め
立
場
に
立
つ
人
々
：
の
研
蔸
成
果
を

_

す

石
£

と
の
㈤
^ '
: 

.

.ぬ

-%
'

の
: ^
.あ

，や

た

。
.：
，
；
申

す

：ま

..で

も

な:<
い

第II.
一
の
立
揚
；に
立.，つ.人
.々

ぃ
：
に
，
あ
ら

.. 

X
も
、
画

的

艰

拠

で

あ

る

掘

史

理

論

は

^

-
し
：も
同.

J

の
^

の
で
は
な
か
ブ 

た
：が
->
へ
漸
旧
げ;̂
^

歴
次
学
派
の
：理

論

の

馨

が
.そ
と
.に
あ
：-?
た
こ
と
は̂

^
 

出
来
ず
、.：
人
類9

歴
史
に
；故^■
汩
と
ぐ
に
社
裏
済
史
的
側
面
ぺ
め
関
心
冷
队 

ち
;1
:
,る
し
.く
高
め
.た
も
の
で
あ
る
。

か
か
-る
立
場
に
立.つ
人
.々

の
中
ょ
り
、
.
日 

本

経

済

思

想

の

事

す

る

学

者

を

生

み

出

し

'.
'
*残

存

：の

著

作

一

®

め

：

.
:m

集
.
出

版

、
。
思

想

寒

の

生

涯

.
思

想

の

觀

な

る̂

^

M

的
地
俾
(0
.
;
, 

価
等
す̂

^

祀
実
証̂

^

討
を
通
じ
て
’
多
ぐ
め
成
果
ガ
世
に
問
如
れ
た
の
で

あ
る
。
ハ
戦
後
に
枳
望
わ
が
国
経
済
思
想
研
究
の
義
的
な
作
業
は
ぐ

.ゆ
ぼ
こ
：

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

. 

•
.
,

.
,

の
時
期
の
、..第
一
一

1

の
立
：場
に
立
；

.つ
人
，々

に
岑
っ
て
、
：
為
し
と
げ
ら
机
た
.と
申
し 

:

て
%:

過
言
で
は
な
いP
:今

日

於

お

い

て

，
日

本

経

済

思

想

；の

研

篼

杧

従

#

せ
ん
；と 

す
る
我.々

は

こ

の

篇0
研

究

：の

诚

果

：に

多

べ

ぉ

ぅ

て

1>
'

る

の

笕

ぁ^
て
：
：
何

:
等

が

：
の
；
豪

に

^
い
て
.
.こ
の
成
果
を
足
場
と
1>
て
研
究
が
進
め
ら
れ
ね
ば
，な
ら
：
 

■な
い
も.の
，
が

あ

る
..：と
考
え
る
。

.

一
一
ぐ"

¥
の
時
期
に
也
げ
：る
第
写
の
立
場
：に
立
ち

>'
:
0:
:
灰

議

思

想

の

研

绝

者

と

し

：
 

ゾ
^
多

か

；の

成

果

を

出

^
た
学
者
^
:し
.て
、.

^
に
：
ぱ_

大
学
0:
本

皮

栄

麗
 

:
:
:
1
氏
ほ
東
に
は.野
村
先
生
を
ぁ
げ
る
事
に
何
人
ぢ
異
議
ゆ
だ
い
で
ぁ

>
05:
:
と
考
ぇ 

る
。‘
こ
の
分
野.に
’お
け
る
.野
村
先
生'
^

ン
済
思
想
概
論
淀
昭
和
九
年

^
ぃ

竊

観

日

本

囊

思

想

容

碚

和

+
四
年
、： 

及
び
'--
1徳
媒

代

の.経
済
思
想1
:

(

昭
和
十
四
年>
o:
;
i
T
餅
に
集
大
成
ざ
れ
て

:'
-以

兔
.
：
'

:
v 

v
.
-
,
v
.
 ̂

.

.

.

.

.

.

ニ

ソ.

，-野
村
先
生£
子
的
活
動
は
、
'本
誌
.に
掲
載
さ
れ
て
い
る
年
表
及
び
著
作
目
録 

に
ょ
マ
て
、.ほ
ぽ
判
明
ず
る
の
で
S
る
：が
、
先
生_が
-1
日
本
経
済
思
想

」

の
研 

究
に
と
く
に
関
心
を
示
し
始
が
ち
の
は
、
昭
和
四

i

生
が
慶
應
義
塾
大
学
経 

済
学
部
に-.
日
本
経
済
思
想

史
'.T ,

の
講
義
を
担
当
さ
れ
る
に
至
っ
だ
前
後
か
と 

.思
わ

れ

る

。
へ
先
生

.は
本
誌
の
他
の
諸
稿
に
を
っ
：
て
知
ら
れ
る
ど
と
く
、
：す
で
に 

ド
ィ
ッ
哲
学
に
ょ
り
つ
'ち
か
わ
れ
、
-英

国

業

主

義

の

研

髮
1
6日
本
経
済
史 

の
；研
毙
め
従
事
さ
れ
、

.日
本
経
済
史
研
究
以
.た
め
に
資
料
の
蒐
集
に
努
カ
を
払 

:
い
ら
つ#
？
た
と
共
に
、、
：

p

本
碧
思
想
ぬ
関
す
石
資
料
、
文
献
の
蒐
集

.
研
.

. 
'篼
を
開
始
さ
れ'て'ぃ
表
0
先
生
は
.

「

経
済
思
想
史
の
資
料
は
経
済
史
の
資
料
と 

:レ
.て
は

第
-:
次
的
な%:
办
で
は
あ
る
：が
、
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日
本
経
済
思
想
史
研
究
を
回
顧
し

.
て

:-

' X

伹
沁
、0
印
を
.附'1
>
:お
人
物
麻
十
名
の̂

に
伽
.ぇ
ら
れ
：て
い
な
い
が
、
.藤 

樹
'は
-r
r

w
の
、.：.貢
は
春
.養
の
索
に
敗
録
と
し
て
驭

#
さ
れ
て
い
る
。

〕

以
上
経
済
思
想

家

の

個

別

敗

研

究
は

其

後
若

干

訂

正
補

筆

さ

れ
て

i

川 

裳

の

経

済

思

想1-〔

昭
和
オ
四
年
十
一.：月
発
©

第
二
部
各
論
の
中
に
取
録 

.§
れ(

て
出
版
;§
如
た
。
本

書

は

第

r

部
総
論
と
'し
て
す
で
に
発
表
さ
れ
て
い
た 

「

徳
川
時
代€
於
け
る
商
業
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和
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史
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会
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1
ン
ニ 

V 

.
の
諸
論
文
を
中
心
に
、
.第

一::.

の
'研
究
方
法
に
立
脚
し
：
 

た
概
説
的
な
論
速
：

.で
：■あ
.る
.

「

経
済
諭
の
本
質

」
t

農
業
論」

r

商
業
論j 
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論
.の
：糖

」

.の
諸
章
が
収
録
さ
れ
て
，

s,

る

。'本

書

に

対

す

る

出

版

時

.
の

批

評

の 

--
*
.つ
と
し
.て

f

日
本
経
済
思
想
、
：或
は
f

w
へ
ば
白
本
思
想
検
討
究
明
の
必
. 

要
が
切
実
な
今
甘
、
：

.本
書
の
如
ぎ̂

^
が
：広

く

精

読

さ

冬

べ

ぎ

.
は

何

人

に

も

異
 

存
の
な
い
：こ
と
と
信
ず
.る

。

」

:
©
和

十

五

年
—*
月

「

経

済

史

研

究

.j:
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一
一
十
三
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巻
第
.一:
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羽
兵
狹
郎
氏̂
新
著
紹
介)

：
が
あ
る0 
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-
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し
崔
代
の
社
会
経
済
思
想
概
靜

「(

昭
.和
九
年

)
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の
，発
刊
以
後
、
議

出

； 

f
 Qvr

経
済
学
講
座.1
-
の
.

.1:

部
t
-
ute
:

「

日
本
経
済
思f
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昭
和
十
白.

、#
vが
明
治
以
降
：の

馨

思

想
.の
概
説
を
加
え
、
.時
代
別
に
备
汐
の
時
代
の
社 

会
経
済
的
事
情
と
：社
会
経
讓
の
特
色
を
槪
説
し
た
も
の
ぶ
し
て
発
行
さ
れ

、
'

. 

こ
，
の

両

霞

合

体

さ

れ

、

.訂
芷
補
筆
さiv
-T
>-
先
生
の
主
著
士-%
目
さ
れ
る.
 

1

^
-0
本

藝

思

想

史

」

0昭
％
^
|1
3
'年
六
启>
,:
'が
完
成
さ
れ
农
の
':で
あ
る
：
0
-
 

:.本
書
は.昭
和
卧*.
刖
後
ょ̂
開

始

さ

れ

た

先

生

，
の

:0
本
経
済
思
想
め
十
年
間
に

-



わ
た
る
研
宛
を
集
大
成
さ
れ
た
も
の
で
"
日
本
思
想
史
研
究
が
必
ず
し
も
多
く 

な
か
っ
た̂
時
に
あ
っ
て
は
注
H
す
べ
き
も
の
の
，

一

つ
で
あ
っ
た
。
木
庄
榮
治 

郞
氏
は
本
書
の
出
现
に
対
し
て
次
の
ご
と
き
紹
介
を
な
し
て
い
る
。

「

本
書
に 

説
が
^
て
ゐ
る
所
が
何
れ

i

富
な
る
資
料
と
透
徹
せ
る
観
察
力

.と
に
ょ
り
，
ぃ
 

:而
も
第
案
と
思
想
ど
の
相
関
々
係
を
見
て
解
釈
さ
れ
、
，
又
個
々
.の
学
者
の
説
を 

.紹
介
し
た
も
の
で
.は
な
く
、̂
れ
を
通
じ
：て
そ
办
時
代
の
思
想
の
一
般
傾
向
を 

.観
察
し
た
も
の
で
あ
ひ
、

.
#建
社

会

維

持

の

®'
想

ど

反

封

建

的

思

想

の

顕

は

れ 

等
に
つ'い
て
も
随
现
に
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
通
読
し
て
興
味
深
き

%
.の
.が 

t

、
経
辟
思
想
史
又
ぼ
経
済
史

_の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て
徳
川
時
代
を
理
解
す 

る

上

：
に
.極
め
て
意
義
.あ
を
著
述
で
あ
る
こ
と
は
い
ふ
迄
も
な

い
ど(

昭
和
十
四 

年

艺

氣
経̂
済
史
砰
究

」

-^
?
 

先 

生
の
.仕
寒
は
そ
の
立
，場
を
數
片
す
る
マ
：ル
ク
：ス
経
済
学
=
唯
物
史
観
に 

々
ー
か
ら

は

置

評

価

さ

が

な

か

ー

っ

ゼ

ど

と

く

で

あ

る

が

^
し
が
し
な
が
ら
、
そ 

.れ
ら
の
人
.々は
必
ず
し
も
先
生
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
：を
正
し
く
理
解
し
て
ふ
た

' 

と
は
思
わ'れ

な
.1
'
も
の
が
あ:-
7
た
ょ
5
で
あ
る
。
、
当
時
日
本
経
済
思
鶴
の
露 

は
本
班
栄
簾
氏
め
：

^
事
を
ば
じ
め
と
し
て
:.
>
'ー
土
居
喬
雄
氏
：
-1
日
本
0
経

済

学.

■渚
：

1

一

(

昭
和
十
六

年
><

の
仕
事I

、J.

面
個
別
的
が
経£

類
の
研
究
に

1
〈： 

o
の

畫

が

：方
か
れ
行
な
わ
れ
弋
い
於
時
代
に
あ
ぅ

.て
、
：

1

實

:1
>て
徳

^

^

代 

■の
思
想
の.流
れ
を
把
握'せ
ん
とW
た
本
書
の
：把
握
に
は
、
そ
こ
に
論
ぜ
ら
れ
て 

'い
る
諸
問
題
が
泌
ず
し
:%
す
べ
て
兮
づ
く
し
て
い
た

.と
は
串
せ
な
く
が
も
、
、
今

.

. 

:日
：に
お..い
て
す
ら
貴S;
な
る
示
唆
を
ふ
く
ん
.で
...
い
る
.こ
.と
^.
否
^
出

来

な

い

.
の

. 

で

あ

る

。

.
-
.
.
-
'
う
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:

'一
§
で
V
:
;
暴

十
.

五
：#

捧

怜

お
.け
る
先
生
めi

i

:に
関
す
る
研
究
は
？ 

.戦
時
体̂

.へ
の
突
入
と
い
う
非
常
事
態

.の
翁
生
，
に

多

少

と

も

影

#:
さ
れ
た..こ
.と 

は
否
定
出
来
な.いAJ

こ
ろ
で
あ
る
が
、
.し
か
し
な
が
ら
先
坐
の
科
学
的
態
度
は

.
 

孢
曲
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
科
学
の
批
判
に
耐
え
る
よ

.5/
な
仕
事
が
な
さ
れ
て
行 

っ
た
こ
と
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
ま
ず
昭
和
ナ
瓦
年
よ
が
文
芸
春
秋
現
地
報
告 

に

「

日
ボ
畠1«
:
豸
爿
^」

と
し
て
、
熊̂
蕃
山
、̂

山
、
；8
§
華
、
新 

一
井
自
石
、
':
..ユ
裏

徳

，
犬
原
幽
学
、
：
由
沼
意
次
、

'.
松M

-
w
、： 

i

i
水 

藤
忠
邦
、
田
电
丘
■隅
、
徳

盟

圃

の

十

二
.名
の
愛
家
が
論
ぜ
ら
れ
、

こ
れ
が

.
 

ン
後
把
：
1書
に
ま
と
：

)

め
-ら
れ
：：

「

江
戸
時
代
の
経
世
家

」

：(

昭
和
十
七
年
四
月
>
と 

し
て
出
版
さ
れ
た
。
'こ
こ
で’

「

経
世
家

」

：
と
い
う
の.はr

お
の
れI

痼
.の
利
害 

を
後
に
し
て€
う
す
れ
ぱ
世
の
中
を
住
み
よ

"い
:^
_

業
の
.地
と
す
る
こ
；と
が 

出
来
る
か
を
考
ふ
る
者
も
亦
、

::
と
れ
；
個0
経
世
家
で
あ
り3時
代
の
指
導
者.
 

つ
で
あ
^
^
と
め
意
味
で
あ
り
ャ
安
居
楽
茱
に
は
経
鬆
保
障
を
必
要
ー
と
す
る
と 

こ
ろ
か
ら

r

少
数
例
外
者
の
生
活
を
よ
く
す
る
こ
と
で
は
な
い

0
多
数
のi
 

の
生
活
を
、
す
べ
て
の
人
間
の
生
活
を
ど
う
し
た
ら
改

I
®

来
る
か
をi

と 

の
で
'あ
っ
て
、
慕
政
，を
中
心
に
、
あ
る
い
は
藤
政
に
活
躍
し
：た
人
々
、 

民
政
に
従
事
し̂

<々
、
.民
間
ぬ
お
け
る
改
響
と
し
て
前
逮
の
十
ニ
名 

■を
選
択
し
：て
論
じ
た
も
の
で
あ
る

■が
、
学
術
研
麂
論
文
と
い
う
よ
り
も
啓
蒙
的 

:ー'な
書
物
で
あ
：る
ど
い
え
よ
う
。

§:
:
奴
に
ク
诗
局
の
要
請
を
う
け
、
：
国
防
論
、
南 

方
経
略
論
，、

：

商
業
論
令
経
済
倫
理
、

.貿
易
論
、
心
学
や
職
業
倫
理
等
に
関
す
る 

.幾
：っ

和.0
:
論
文
が
出
さ
空
ぃ
る
。
：：
：

''
.
:パ
'.
:
'?
:
/

'戦
後
に
お
け
る
先
生
が
0
:
1
本
経
済
思
想
把
閼
寸
る
研
蔸
論
文
は
：必
ず
し
も
条

く
な
いb

M去
の
.■仕
^
を
整
理
ざ
れ
講
義
案
と
し
て
書
か
れ
た
慶
應
義
塾
，大

学

で

：あ
：
っ
て
、
：い

'ま
そ
'の
す

べ

て

に

つ

，
い
へ
て
考
察
す
る
：
ご 

通
信
教
育
課
程
：：の

「

日
本
経
済
思
想
史

」

へ:'(

昭
和
ニ
十
五
年

)

、

福

沢

論

吉

先.
考
ぇ
る
の.で
：、̂'」

と
.ザ
は
第1
に
思
想
史
研
究
そ
の
.も
の
に
づ
い
弋̂

生u

関
す
る
研
究
、

r

三
浦
施
園
の
経
済
論

」

P口
和
一
一
ナ
ー
ー
一
年
七

，
^

「

三

田

学.
的

問

題

：
に

づ

ぃ
.て
.の考
察
と
一
、
：..
第
ニ
：に
：固
有
思
想
と
外
来
思
想
と
の
交
流
、
..す

会
雜
認J:

四
--
*
ン
七
；}、
n

a
響

通

じ

て

み

：
た
る
新
井
©

石
の
家
計

J
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昭

和

.
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二
十
七
年
四
月-.
社
会
経
済
史
学̂

ー
へ
八
ノ
ー
^

の
た
め
の
方
法
と
し
へ
て
は
霧
的
疙
爿
思
想
咬
研
究
の
諸
問
題

1—(

昭
和H

十

.: 

七
年
五
月
®

一

 

1
_
田
学
会
雑
誌4
.四
：五
ン
：
$

が

論

ぜ

奪

た

。
：
こ
れ
は
先
生

^

: 

_
 

思
想
史
研
淹
の
方
&
を
理
解
す
る
上
私
重
要
な
る
論
文
で

^
る
。
最
後
虼
、
開. 

国
百
年
記
念
文̂

^
編
に
か
る̂
明

娶

化

史

邑̂
学
術
編
し̂
昭
和
ー
ー
：

：

.
 

十
^

^

-ニ
：月

〕

：
の
中
に
、
：

T

人

文

科

学

篇
：！：：

を

執

筆

さ

れ

た

。
：
本

論

文

は

明

:' 

治
以
降
迄
私
け
る
人
文
科
学

0'
1

安
概
説
じ
た
も.の
、
と

し

て

注

：
目
す
べ
：
き

も

.
：

の
：：

で

も.ろ
ラ

。
：

.
'
-
.
以

上

、‘

：

先

生の！！！

本

経

済

思

想

史

研

绝

の

跡

を

、
.
，
殳

を

が

^
ま
ざ
れ
i
 

作

.論
文
.を
中
心
：と
し
て
'>
.
'い
わ
ば
荡
的
に
：、
.:
':'
.
'

概
括
を
試
令
て
み
た
.の
で
.あ
.

， 

る
が
、
経
済
思
想
史
研
究
の
：分
野
に
お
け
る
先
生
：の
、仕
事
は
十
：方
多
く
の

」

経
済 

屋
家
の
思
想
を
研
绝
す
る
と
共

f
e、
'>
^

:

総

紘

的

な

経

済

思

辙

の

慶

開

を

把

:
 

握
せ
ん
と
士
る
露
と
し
て
実
を
結
び
、

"多
^,
'
の
、影
響
を
学
界
に
与
え
お
も
の 

と
ー
い
い
ぅ
る
の

.で
あ
っ.て
、
へ
：そ
の
真
価
は
将
来
ま
す
ま
す
発
揮
さ
れ
る
へ
で
あ
ろ

ぅ
ど
思
わ
れ
る。
、y 

V

:

.

•:,
.

:
.:
:

.こ

..：
：.':

..
ン
- 

■'•;
-'. 

- 

. 

. 

•
’ 

- 

.

.

.

. 

. 

■.'
.
一
.•
:

•;
;
,野
村
先
生
が
！

n

本
経
济
思
想
研
究
に
お
い
て
諭
じ
ら
れ
た
即
題
は
多
種
多
様 

.

日
本
蕋
済
思
想
史
研
究
を
间
顧
し
て

な
わ
ち
外
来
文
化
摂
取
の
問
顆
に
限

：

っ
：て
若
千
論
じ
て
み
た.い
：と

思

う

0

こ 

■

ぃ
こ

"で
あ

ら

，
が
，
^

め

法

意

し

て

较

ぎ

.た

.い.こど
は
、
_
と
：全
く
そ
の
思
想
上
の.. 

.

.
立
場
を
異
^
地̂

点

て

、
：.：：高
踏
的
'，

y

批
判
を
加
え
、
先
生
の
®

提 

起

>
:
暴
め
解
決
のa：
方
の
木
徹
底
さ
を
指
摘
す
ぎ
し
と
は
、

'あ
る

意

味

に

.
お

い
 

て
は
意
味
の
：あ
る
こ
と
と
ば
思
わ
れ
る
が
、

.わ
た
く
し
自
身
は
こ
れ
をA
rb;
な 

.い
ど
：い
う
こ
と.：で
あ
る
。
.

さ
て
夕
思
想
史
研
究
の
方
法
と
思
想
史
研
究
の
目
的
ハ
务
ら
に
思
想
史
研
究
；
 

'
に
従
事
す
ふ
学
者
め
：態
度
等
に

.つ
い
.で

の
先
生
の
見
解
を
ま
ず
概
説

U
ょ
う
。：
 

此
..の

麗
に
：つ
ぃ
て

>:
先
坐
は
す
で
に
前
掲

3
册
の
著
書
の
外
、：.多
く
の
論
文 

'で
4

れ
て
い
.ら

れ
み
の
セ
：あ

.る
が
、：直
接
本
問
題
を

1

と
し
て
論
述
し
た
も 

の
と
'し
'て「

思
想
史
研
究
の
諸
問
歷

C

昭和一1

十
七
年
五
月

：
：
3
 

ft
.四

五〜

？

が
重
要
な

i

文
”

あ
る
。
そ
权
に
上
れ
ば
、

：，.

思
想
史
の
対
象 

な
る
も
の
ば
举
な
る
個
々

©:
学
説
で
は〔

な
く
、へ 

ー
0

の
集
団
又
は
一
定
の
時
期 

.ぬ
つi

で
の
晴
f
o思

想
、
^

;

^
想̂
で
^

る
。..：そ
れ
は
個 

••
■.
:■表

現
ざ
.れ

て
：い
を

0名
れ
故
全
簾
思
想
を
明
：

0
1

す̂
る
&

め
：には
、
铜
の
思 

想
の
i

が
^

要
で
あ
谷
。：

铜
の
思
想
は
そ
ぬ

^

的̂
な
生
^

造̂
：に
ょ
り
異 

一
な
る
。
,か
.く
.て

思
想
史

..の
研
究
に

'ぉ
.
.い

て
，$

個
：の
.思

想
の
.検
討
が
基
礎
的
作 

..
業
で
^e

、

パ
童
要
で
あ

§:
が
、：：

極
め
て

i

な
作
業
で
あ
：る
。
简
の
思

.

|

個
4

す
る
_

|

議

|

個
|

|

時
問
的

.

.

.

. 

- 

•

I .

六

,'(

九
七 

§



::
な

卷
■

間
澉
_

變

餐

ぉ

馨
■

制
約
さ
れ
ザ_

_

寒

：、

^

る
.顏

_

の
：蓉

で

あ

る
!:
0

«

の
麗
を
決
矩
す
ふ
諸
涤
件
を
_

来
冬
限
'̂) 

明
©

に
ず
る
と
ト
汝
必
要
^

あ
る
が
、
：

(「

個

の

屋

を

概

括

的5
^

^

を̂
以
”
：

<
注
ー
 

_10

)

.

. 

-

.

.

て
規
矩
づ
け
る
こ
と
は
餘
險
で
あ
る

」

.と
注
意
を
払
う
。
し
.か
し
こ
の
作
業
は 

不
河
能
に
近
ぃ
も
..の
來
ぁ
り
、
：

〉

と
;:
<:贮
個

：
の

戚

想

故

著

作

を

通

1;
て
究
明
さ
れ：
' 

〈

名
場
合
に.あ
：'

》

へ
て
ば
グ
そ
の
著
作
め
案

-
原
本
撖
判̂
褰
作
当
時
の
著
者
の
ノ
：：
 

:

立
場
巧
著
作
：の
裡
_
、(

著
者
の
使
用
ル
た
言
語
め
疋

^
い
理
解
等
リ
あ
ら
ゆ
苓

： 

努

力

を

熟

っ：：：

で
、
；
：
著

者

の

表

現

令

出

来

を

る

限

サ

、
；
：

.箸

者
0'
意

図

す

る

如

く

趣

：
： 

解
す
る
と
と
が
大
切
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
容
易
な
業
で
は
な
い
。
思
想
家 

.の
書
物
を
星
流
に
読
解
ム
マ

^
る
^-
は
現
德
わ
解
釈
す
る
^
と
ほ
存̂

つ
'

.'
:
:
.
か

免

な

い

、
が

、

「

1

史
研
毙
者
ど
し.て
そ
の
原
典
を
検
討
す
る

_

に
：は_
 

冬
だ
け
厳
密
に
本
来
の
意
味
を
探
求
し
な
け
れ
，ば
な
ら
な
い
。
古
典
か
ら
現
代 

_ 

.
的

を

汲

み

と

る

こ

と

篇

想

史

研

究

者

め

：任
務

.で
a
な
い
。
思
想
史■究
. 

.者
は
：ど
と
：ま
で
も
囊
的
に
そ
の
意
味

.を
知
ち
な
け
れ
ば
な
.ら
ず
、
そo
た
め
. 

:に
は
そ©
時
代
の
用
語
、
又
そ
の
思
想
家
：の
用
語
に
も
通
暁
し
な
.け
れ
ば
な
ら

' 

c

注 i n

 

:

.

一
 

へ

.

.

.な
い
の
で
あ
る.

1

と
。
' と
の

よ

う

に

.

個
の
思
想
の
研
究
に
ほ
細
部
の
議
な
作 

業
が
..と%■
■
な
う
.の
で
あ
る
が
、

「

か
う
し:^
心
猶
へ
.
を

以

つ

て

.そ
の
金
力
を
尽 

レ
，
不
注
意
か
ら
虫
ず
る
誤
謬
を
な
く
じ
、
蕩

的

に

把

搌

：す
る
と
ど
が
、

v

思
：
 

.想
史
研
淹
者
：の
採
る
べ
き
態
度
で
あ
る
と
い
へ

.る
で
あ
ら
う。

j

一
 

か
く
て
、
.
個 

,'
•
.の
思
想
を
落
鏡
的
に
検
討
す
る
た
め
に
は
、
.原
典
批
判
を
は
じ
め
；と
し
、
資

料

. 

■批
判
：を
、
思
想
家
0
:日
記
、.書
簡
、
断
簡
的
な
メ
モ
に
至
る
ま
で
多
ぐ
の
資
料 

.を
蒐
集
整
理
し
、
資
料
の
価
値
判
断
を
行
な
う
こ
と
に
よ
，
？
て
、
は
じ
め
て
思

.

癥

史

轉

蓮

齡̂

材

办̂
上

贮

立

脚

出

来

る

と

結

ぴ

巧

従

ヮ

て

思

想

史

羅

. 

に
お
い

.て
は
、Fi,

方

f
の
：思
想
.を
§
じ

>そ
れ
が
如
何
な
：る
現
実
に
対
す

： 

る
批
判
と
.し
て
生
じ
た
か
ハ
ス
又
そ
れ
が
思
想
鼻
と
し
て
如
何
に
展
開
し
、
.
そ 

れ
が
現
実
に
対
す
る
反
映
を
明
か
に
す
る
と
共
に
、
他
方
に
お
：'い
て
そ
め
社
会 

の
全
体
と
し
て
の
思
想
の
動
向
を
検
對
し
、
、
そ
の
思
想
に
依
っ
て
そ
：の
社
会
の 

現
実
が
如
何
に
進
展
さ
せ
ら
れ
た
か
を
明
か
に
す
る
こ
と
を
任
務
と
す

W」

レ

。 

.卷
て

っ

思

愛

を

研

宛

す

を

上̂ぃ
備
の
思
想
家
を
知
る
だ
め
め
^
原 

資
料
を
蒐
集
し
、
厳
密
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

れ

ら

を

；

「

正
ー
し 

い
素
材」

と
し
て
思
想
史
研
究
が
出
発
す
る
と
い
う
指
摘
に
つ
い
て
は
、
.
何
人 

も
否
足
す
る
者
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め

‘に
は

.多
く
の
、
：
苦
し
い
困
難
な 

:

作
業
を
な
す
事
を

(

い
と(

う

，
て

は

な

ら

な
.いで
.あ
'ろう
と
思
わ
れ
、

こ
の
こ
と
は 

如
何
な

.莩
問
0
兹

呤

お

VV
て
も
ク
宓
要
で
&
る
と
へ
と
は
い
ま
さ
ら
途
べ
る 

必
要
は
な
い
货
あ
ろ5'
:。
；：先

生

は

商

前

私

見

る

黨0 .
事
情
は
：：か
.か
る
塞
礎
的 

”操
作
を
無
揭
し.、，
何
ら
の
科
学
的
反
省
も
加
え
：る
こ
と
な
し
に
、
結
論
を
出
す 

::

に
急
：で

あ•?
た

こ
と
に
対
し
：て
へ
激

じ

い

い

き

ど

お

り

を
い
だ
い
て
い
ら
れ
た
：
 

.の：で
あ
る：Q 

U
が

1.
な

が

ら

,>
右
の
：ど
；と
：き
科
学
的
な
、
>
厳
密
な
る
学
的
作
業 

そ

.の

.%'
の
が
直
ち
に
：：

「

思
想
史

1—
:
:
の
内
容
で
あ
：る
と
い
う
様
に
考
え
て
よ
.い
も 

.の
で
あ
ろ
タ
か
；。
思
想
史
研
究
者
<0
,任
務
を
：

PKi

典
.か
ら
現
代
的
意
味
を
汲
み 

:
と
る
こ

と

は

思

想史
研
宛
者
の
；任
務
で
は
な
い
。
思
想
史
研
^
者
は

ど

こ

ま

で
 

も

i
的
に

.そ
の
意
味
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
t
ど
限
定
す
る
時
に1
 

■代
的
意
味
を
汲
み.̂
る
こ
：と

」
r

囊

的

に

.そ
の
意
味
を
知
る

」

.と
い
.う
こ
と 

の
内
容
如
何
に
よ
る
と
は
申
せ
、
.思
想
史
研
突
に
従
事
す
る
者
に
と
つ
て
、
此

'

の
地
点
に.立
ち
'
今
一
度
こ
'れ
ら
办
内
容
に
反
眢
を
加
え
る
こ

と

の
^

要

を

痛 

感
し
、:
.こ
れ
を
棄
越
え
る
必
要
が
あ
り
は
じ
ま
い
か
と
：、
そ
こ
ょ
り
思
想
史
研 

究
の
課
題
が
あ
た
ら
'し
く
反
省
さ
、せ
^
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
ば
な
い
が
.と
愚
考 

す
る
の
で
あ
る。

. 

•

.第
一
.

1

の
一
問
題
と
し
.

て
：：

5

の

碧

思

鶴

と

外

来

思

想

と
-の
.交

流

、''
外

来

文

化
 

.

の
'摂
取
の
^

|
に
考
察
の@'
を
移
し
：て

み

ょ

ぅ
と

思

ぅ

,0'1

国

の

文

他

•
恵

想 

.

.は
全
'
^
な̂
.マ
た
文
化
く
思
想
を
外
部
が
ら
導
入
し

^

づ

—*
層
複
雑
.な
；る
^I

I 

ベ
を
どf

%:
の
、で̂

る
0 

.わ
が
国
.の
^ ;
化
.：.
.思
想
0
発
展
の
.跡
を
た
.ど
"づ
て
み 

る
と
、.-
佐

敦
.
-儒
教
の
導
入
、::
そ
れ
と
共
に
当
時
の
先
進
国
：の
文
化
；

*:
思
想
を 

'移
入
、
消
化
を
通
じ
て
い
.ち
じ
?>
:
し
い
：畫
を
な
し
だ
こ
ぃ
.と
.や
、
中
泄-
1̂
-
戦 

:園

湖

ゆ

所

隱

齑-

^
と

接

^

^

、

: '
.

あ
る
IV
は
徳
^

-
斯
以
降
の
蘭
学
と0
交 

.流
の
.ご
.と
#
、
：
；あ
る
い
は_

-

^

1維
新
以
後
ぬ
取
け
る
商
欧
文
化
め
移
植
： 

:の
£*
と

ぎ

、

：
外

类

化

の

敫

響

を

多

べ

が

け

て

来

た

：
の
：
で

あ

る

。

」

そ

れ

故

、
：
.
：
：
外 

{化
が
わ
が
国
の
女
化
に
姐
何
な
る
骸
響
を

(

な
レ
た
振
、
：外
来
文
化
の
I

 

に
ゴ
い
て
め
考
察
を
試
み
る
と
と
ば
ノ

^

.質
を
把
滕
す
る
：

4

&
め
て
重
要
ガ
あ
る
と
い
：わ
ざ
る
奪

我
が
国
と
外
国
文
化

 

<齓
想
^
の
：
吏

流
：：

外

国

文

：

e

の
摂
取
杩
関
ず
る
；研
究
故

靈

■

■
^

■

る

滷

篷
&

想
：0
屋

％
醫

ー:?
:

四
年)

等
、
発
表
さ
れ
て
来
た
の
も
故
な
し
と
し
な
い

.の
で
'あ
る
。
野
村
先
生 

も
日
本
,

思
翻
如
砾
鈀
ぬ
紙
事
さ
れ
た
乳
初
ぁ
り
全
鉍
が
国
文
化
へ
ハ
思
想
と 

外
®

文
化
6

思

想

ど

呤

篇(0
,
持
0

文

化

史

的

議

を

童

視
3

::
;>,そ
栉
§

ぃ
：
 

日
本
経
済
思
想̂:
研
缂
を
囬
顧
し
て：
:

'

:

て
檢
討
を
加
ぇ
ら
れ
た
の
：で
あ
ゥ
て

>
前

释「

思
想
史
研
究
の
諸
問
題

」

，
の
論 

文
中
に
も.ご
0;
問
題
：に
ふ
れ
る
と
こ
：ろ
が
あ

.っ
た
。
い
ま
先
生
の
.双
_

の
概
要 

如
述
べ
此
の
問
題
を
考
察
し
て
み
ょ
う
。

一
国
の
固
有
思
想
は
外
来
思
想
の
刺 

戟
に
上
っ
て®
め
て
顕
著
な
る
影
響
を
う
け
る
が
、
此
の
場
合
両
国
間
の
文
化 

■発
展
..の
度
合.の
'相
違
•に
ょ
：'?
て
、
外
来
思
想
の
持
つ
影
響
は
い
ち
じ
る
し
く
異 

、
な
る
。‘邦
i

想
'を
移
入
す
る
：
一：
国
の
文
化
が
あ
ま
り
に
も
低
い
場
合
に
は
、 

外
来
嵌
想
に
ょ0-
压
倒
ざ
れ
て
し
ま
う
事
も

.あ
り

，

る0そ
れ
故
、
.外
来
思
想 

が
受
容
さ
れ0:
だ
め
'
.に
は
乃
第1

そ̂
の
恵
想
を
受
容
し
う
る
だ
け
の

「
理
解 

'力」

を

後
-}
1

族̂
が
持
ら
て1>
る
.こ
と
--
:\
'
換
言
ず
れ
ぱ
、
後
進
国
に
.お
け
る
固 

有

思

想

自

体

の

：
中

に

、
，
外

来

思

f

受
容
しi
る
思
想
的
準
備
が
な
さ
れ
て
い 

s.
£
i'
が

必

要

で

努

、
：へ
こ
の
場
食
に

^
み
^
罾
想
を
殳
罾
し
う
る
可
^

 ̂

:

が
あ
る
。

：

も
し
後
進
屋
が
外
来
思
想
を

--
，
優
秀1-
で
あ
る
と
考
え
る
場
合
に 

.

は
ヶ
ぞ
れ
を
全
面
的
に
：摂
取
せ
ん
と
ず
る
意
欲
：の
下
に
：

「

思
想
的
模
倣

」

が
*

:

荇
す
る0
;こ
.れ
に
对
レ
て
碧
思
想
办
反
搲
と
、
外
来
思
想
の
現
実
生
活
と
の 

■

fw
に
矛
盾
が
発
生
じ
；て
来
る
。

'も
し
す
で̂

®
思
想
内
部
に
：お

け

る

震

傾 

'
.向
が
_

思
想
め
そ
れ
と0

-で
^
石
1

に
ば
、.外
来
思
想
：の
栺
導
的
影
響 

は

ず

ぶ

名

4

霸

で

：
あ!)
'
.
、
.

>

や

が

尤

益

思

想

ば

民

族

馨

の

思

想

に

ょ

り

補
 

正
さ
れ
、
変
容
を
う
け
、
そ
し
て
民
族
固
有
の

'思
想

へ

，
と

同

化

：し

文

行

〜

,0
し 

;:
'
が
じ
：外
來
思
想
於
掇
取
さ
れ
る
#
、

:.
'ぞ
1

取
の
6:
:
方
が
1̂

と
な
る
で
あ
ろ
ー 

i

言
槳
に
ょ
り‘舛
来
思
想
が.導
入
‘さ
れ
た.に
も
.か
か
わ&>
ず

、

思

想

そ

：
の 

,%.
.の
が<ど
の
程
度
影
臂
を
#
え
.
^
^
.
を
判
断
す
る
と.と.が
極
.め
‘て
.
^
|§な
場
合. 

^
泰
る
'-
:
?
_
—

_
入
'っ.そ
_
て
も
2
1
^
0
思
想
が.そ
の
ま
免1

'に
1

:
:,
;

.

.
§
,

s

-.



せ

-t

思

想

：
の
^

^

を
あ
ら
わ
す
場
合
も
あ
る
で
^

ろ
ぅ
。
そ
れ
故
外
来
思

」 

想
.を
如
f

る
形
態
：で
摂
取
し
た
か
を
十
分
靈
し
て
検
討
兔

I

こ
と
が
巡
要： ̂

で
ぁ
か6
:
:

:
こ
；の
場
合' 
.交
流
す
る
両
国
間^

文
化
程
揭
の
：

i
{

違
、
ぃ
べ
民
襲
巧 

_

#

来
文
化
の̂

人

の

時

期

等

に

が

関

心

：を

#

せ
ね
ば
だ
ら̂:
' 

い
。::
こ
0:

ょ
1

に

文

化

の

素

、̂
来
思
想
め
：摂
取
に
.亂
レ
て,
臉
的
な
考
察
： 

釦
試
み
ら
れ
た
先
生
は
、
直
接
的
ぬ
は
、

明
治
維
新
期
以
降

^
 

お
け
る
わ
が
国
の
西
.̂
'

文
化
_

の
|

^

に
重
大
な.る

関

心

を

寄

せ

ら

：れ

：
た
：
の
'
、 

で
あ
各
タ
先
生
の
初
期
の
論
文
中

1

も
此
©:

点
私
論
じ§

免
が
あ
る
。-ど
く
7 

に
前
掲
ツ

「

徳
课

代

の

経

済

思

想

L
p

中
の
第s

f「

経
済
論
の
転
化

」

崔

戦

後) 

.先
坐
が
相
当
の
努
カ
脊
輅
マ
て
鼙
證
兹

«|
]

-«「

明
始
文®

」

' 
中
の
#

漸
«
 

人
文
科
学
の

(

證

等

办

所

論

：の
中
ゆ
、
-'

具
体
敗
な
鬼
瓶
を
見
：る
こ
，

0

が
出
来
る
っ 

.
の

唬

あ

る

。
，

「

明

餘

以

後

、
へ
ゎ
ー
が
国
は
西
洋
思
想
を
受

_

扣
'

:

^

科̂
学
的
考
： 

察
を
何
ら
酿
躇
ず
る
と
.こ
へ
ろ
か
ぐ
採
甩

U

て
.̂
;
る

。

そ

，
の

間

の

事

情

の

解

釈

に 

は
^

に
杈
が
国
民
の
模
倣
性
と
め
み
碎
ひ
：切
れ
ぬ
あ
る
も
：の
：が
荏
す
る
や
ぅ
に
プ 

.風
ふ
。
：
舉
に
吾
理
收
な
彼
60
,思

細

怒

寘

智

た

：と
1>
.
.ふ
の
货
比
な
く'->
':そ
の
食 

砚
他
な
^

^

ー
層
日
本
人
本
来
の
性
拖

^

合
致
紀
垒
般
的
ぬ
こ
札
を
受
容
し
へ 

た
と
考
へe>
'

札
る
。
し
か%;
そ
の
0

本
人
の̂

世
攸
合
理
観
ゆ
依
る
物
の
見
方
へ 

は

^

徳

说

を

通

じ

で

乂

蒙

に

強

く

囊

^

で
ゐ
る
じ
へ
又
そ
の
時
代
の
思 

想
的
が
新
時
代
の
新
思
想
を
受
容
す
る
に
足
る
素
質
を
つ
く
り
あ
げ
て
ゐ 

た

レ

思

：は

れ

る

.
0
J 

.
と
ル
か
く
て
、
,,
:
先
生
は
徳
媒
代
に
お
妒
る
思
想
の
播
展 

の
中
に
、
明
治
以
降
！
^

想
私
_

し
う
？)
'

思
想
的
準
備§

々』

纪
さ
_
 

令
っ
ぢ
マ
た
こ
と
、
ぞ
.の
場
合
、".先
生
は
西
洋
の
迪
世
思
想
：の

%'
'

っ
1

:

^
合
'

:
一
六.四
'へ(

九
.七
六
ゾ' 

-

理
思
想
、
現
肥
的
な
発
展
思
親
、
経
済
的
合
理
主
義
、
そ
の
土
台
と
し
て

0

資

. 

本
主
義
制
度
め
確
立
、
へ
：民
族
的
®覚
：に
基
く
近
代
国
家
0
建
設
べ
'の
日
本
の
移 

行

を

準

備

し

た

と

し

：て
、
徳
川
時
代
：に
お
け
：る
合
理
思
想
発
展
の
跡
を
探 

り
、

」

.それ
を
と
く
に
儒
教
思
想
の
中̂あ
る
合
理
観
の
展
開
^
、
あ
る
い
は
淨 

学
へ
の
癸
展
の
：中
に
、
、
あ
る
い
.は
国
学
の
展
開
の
中
に
着
眼
さ
れ
た
？
勿
論
儒
教 

的
合
理
観
が
その

ま
ま
勝
洋
的
な
科
学
的
合
理
主
義
と
直
結
し
な
い
こ

と
；は
苯 

う
ぎ
で
も
な
い
が
、
少
な
く
と
も
前
者
.の発
展
：の
：上
に
後
者
の
受
容
を
考
え
、
，
.: 

そ
れ
故
そ
の
受
容
の'仕
方
の
特
質
を
も
こ.
.
の
線
の
上

「

に
た
し
か
：め..

M

う
と
さ
れ 

.た

.の
で
あ
る
。
，こ
办
点
に
づ
：い
て
、

(

徳

媒

代

の「

経
世
：

iU

.と
明
治
以
降
の 

:

「

経
済
学」

へ
の
移
行
と
め
関
係
を
逮
べ
た.
先

坐

©
見
解
に
は
注
目
す
べ
き
も
の 

が
お
る
と
思
わ
れ
る
。-1
経

簾

か

ら

賺

学

べ

」

：' 

(

昭
和
三
：十4
年

五

月「

日 

本
哲
学
思
翱
全
書
片
觀

」

，：

第
二. 
A
s.
め

^1

の
中
で
、'.
;
先
生
は
次
の
ょ
う
に 

論
ぜ

れ̂

て

：い
る
。
.
-.
江
一
尸
時
代
の
経
辟
論
と
明
治
時
代
の
経
済
学
と
を
卒
然 

と
比
較
す
る
時
、-.
'
\
'
そ
の
間
迄
何
ら-の
違
絡
が
：な
，い
ょ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
知
れ 

な

い

：。
，
：
：
：
し

か

し

>-
如
1^
る
思
想
ぬ
：せ
ょ
、
全

く

異

な

っ

た
も
，の
が
、
何 

6
の
素
地
の
な
い
：：と
之
ろ
：で
容
易
に
受
げ
容
れ
ち
れ
、
：育
成
贪
れ
る
わ
け
は
な 

.
い
.0
 

:

…
…

明
餘
雛
新
以
後
、
日
本
に
：お
.いp

急
速
に
西
洋
思
想
.を
取
り
容
れ
る 

.こと

.が
で

-̂
.た：の
は
、
な̂
く
と
も
こ
れ
を.受
容

し

得?)
-
だ

け

の

素

地

が

日

本
 

人
の
間

.に
形
成
さ
-̂
て
，
い

た.か.らで
.あ
ると
考

え

ら

れ

ょ

う
。

，
：

.

.
：
.

私
は
あ
る 

:民
族
办
思
想
史
ば
仮
令
外
的
刺
戟
に
よ
？
て
大
き
な
変
革
を
超
し
た

.場
合

、で 

も
、
.：個
人
的
な
例
外
ゆ
あ
る
と
し
て
.も(

金
体
ど
.し
て
は
常
に
連
続
性
を
も
つ 

も
め
と
亨
又
て
1>
:令
こ

の

立

場

か

ら25
^
時
代
の
経
済
論
と
明
治
以
降
の
截

濟
学
を
採
り
上
げ
て
み
る
と
矢
張
り
表
面
に
現
わ
れ
て
い
る

'ほ
.ど

問

隙

は

甚

だ

，
 

し
い
も
の
で
は
な
か
ら
た
と
思
う
？

…
…

私
は
江
一
！
！

^
代
の
：経

済

書

を

年

代

順

： 

に
読
ん.で
、/そ
'の
発
展
に
は
確
か
：に
明
治
以
降
の

^

-西

洋

経

難

.奮

後

の
 

.経
済
学
に
連
ヴ.が
あ
る
ょ.う
.に
，思3
。「

.鍊
'.に.後
半
期
、

：

三
浦
梅
園

—

本
多
利
明，
.

陵—

佐
藤
信
淵

—

福
沢
論
吉

—

神
田
孝
平
丨
加
藤
弘
之

—

佐
田
介
.石 

I
^
I
i
w

益
等
々
と
细
う
て
来
る
：と
、
：そ

れ

ほ

ど

奮

き

飛

躍

を

な

し

て

：い

. 

.る
と
.は
思
わ
れ
な
い.の■
■で.あ
る
。.
.：.
.
.
マ
そ
れ
ら̂:
人
々
.
.の.議
論
に
は.：r .

方
字
句 

通
り
の
酔
洋
経
资
学
：の
翻
訳
が
認
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、

.：
他
方
千
年
以
上
'の
佞 

統
を
有
す
る
儒
教
的
倫
理
思
想
が
濃
廛
に
残
存
し
；て
：い
る
。
：
：
：

_
!
:
ど
.0
.
葙
の
ご 

と
く
、
明
治
以
降
の
：経
済
学
の
発
展
を
考
え
る
時
に
、
先
生
の
速
論
：
に
；
従
え 

ば
、
そ
れ
に
従
事
し
た
，人

.̂
:
の
思
想'の
：中
に
、
い
ち
じ
る
し
く
儒
教
的
倫
理
思
、 

想
と
教
養
と
が
存
在
し
て
い
た
ご

.と
、
そ
れ
故
西
洋
思
想
を
受
容
し
た
時
、

：

全

. 

く
異
な
っ
た
伝
統
の
下
に
立
，
つ
卸
滗
思
輝
の
真
意
を
ど
れ
ほ
ど

©

®

Uえ
た
一 

か
、「

千
年
以
上
の
伝
統
を
.も
つ
儒
教
的
精
神
を
そ
'う
簡
単
に
離
脱
す
る
こ
と

，
. 

は
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
西
欧
思
想
を
案
外
自
分
な
り
に
理
解

：

二
注一

七)

し
て
い
た
者
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か

」
：

と
い
う
見
解
が
、
徳
川
期
の 

経
済
論
と
明
治
期
の
経
済
学
と
を
結
ぶ

r

つ

.の
線
と
し
て
と
ら
れ
て
お
り
、
さ 

ら
に
こ
の
理
解
は
固
有
思
想
と
外
来
思
想
と
の

.交
流
を
考
え
る
場
合
、
広
く
は 

外
来
文
化
摂
取
の
埸
合
を
検
討±る
考
え
方
と
し
て
：、
：
先
生'
の
理
論
を
彩
成
し
パ
.
ノ 

て
ぃ
た
も
の
の
ご
と
く
で
ぁ
ネ
。
先
生
は
徳

^
^
_
経
世
論
ょ
：り
明
治
期
の
释 

済
学
へ
の
移
行.の問
題
を
さ
ら
：に
徹
底
し
て
究
明
せ
ん
と
す
る
音
心
図
を
悛
い

T:
、 

い
ら
れ
た
ご
と
く
、
前
掲
論
文
が
.発
表
さ
れ
た
以
後
、
生
前
度
々
わ
た
く
し
に
： %

こ
の
点
に
関
す
る
意
頃
を
物
齊
マ
て
お
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
：が
、
こ
れ
ら
諸 

点
：に̂
い
て
め
、
よ
り
詳
細
な
検
討
と
執
筆
の
完
了
を
ま
た
ず
し
て
、
先
坐
は 

御
逝
表
さ
れ
た0.
.
で
あ
各。
:\
:
' 
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昭
和
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十
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ニ
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法

，©■
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野
村
兼
太
郎
先
生
、

通

信

教

育

「
日
本
経
済
；思
想
史

」
(

昭

7:

和r

一
七®
零

..六
頁
。
チ

(

注
三

>へ
注
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法
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同 

'

「

徳
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時
代
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経
済
思
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昭
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四
S
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法
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本
経
済
思
想
史
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_
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四
頁
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注
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同
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德
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代
め
社
会
経
済
思
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概
論
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(

昭
和
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序
ニ
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。
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注
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同
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法
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^
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へ
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注
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雜
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四
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注
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注
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注
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経
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0

六
頁
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(

注1

六)

'
.同

「

経
済
論
か
ら
経
済
学
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日
本
哲
学
思
想
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集
月
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;
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1丨
三
頁
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/
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.
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六
五
.
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'̂

七
.，七〕

日
本
経
済
思
想
史
研
究
を
回
顧
し
て


